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したロケ地への訪問促進の効果があるとされ、研究がなされている（Hudson and Ritchie, 
2006）。しかしこれらの研究は「ロケ地観光の枠組みにおける映像作品視聴と訪問客心
理の関係」に限定され、一般的な訪問客の行動に対する映像作品視聴の影響を実証的














を意図しない、観光従事者によるコントロールの効きにくい autonomous source は、観
光地に関するマーカーを作り出し、観光地に対するプロダクト・プレースメントを促
すという意味で、新たな観光地的魅力を受け手に認知させる可能性があるといえる




（Fu, Ye, and Xiang, 2016; Hosany, Buzova, and Sanz-Blas, 2019）。本研究はこうした知見
に基づき、消費者行動に源泉をもち、メディア研究の枠組みで発展した AI を（潜在
的）訪問客が行う意思決定にもたらす情報処理の影響を測る変数として導入する。ま






ート調査を行い、日本国内で撮影された 30 作品（30 ロケ地）から最も思い入れの強
い 1 作品（1 ロケ地）を選択し、7段階リッカート尺度上で、TPB の構成概念（態度、
SN、PBC と訪問意向）および AI の 3つの下位概念（認知的関与；BI、感情的関与；
EI、参照反射；RR）の評定を求め、316名の有効回答を得た。AI の 3つの下位概念の
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MacCanell の著作以来広く受け入れられてきた（Jafari and Xiao, 2000）。また、マーカ
ーが内包するメッセージは、観光振興を意図する induced source のみならず、有機的な
情報、具体的には学校教育やニュース、口コミなどの organic source（Gunn, 1972）に





















（Baloglu and McCleary, 1999; Gunn, 1972）。中でもインターネット上の情報は、旅行情
報の探索の仕方や情報内容の量と質に変化をもたらしているといわれている（Zheng 











地への訪問促進の効果があるとされ（Hudson and Ritchie, 2006）、研究がなされてき
た。観光研究の枠組みにおいては、2010 年代以降、映像視聴と目的地訪問の双方の主
体である訪問客の心理への映像作品の視聴の影響を対象とする実証研究がみられるよう
になっている（Fu et al., 2016; Kim and Assaker, 2014; Kim and Kim, 2018）。しかしなが
らこれらの研究は、「ロケ地観光における映像作品視聴と訪問客心理の関係」に限定さ
れており、一般的な訪問客の行動に対する映像作品視聴の影響を実証的に明らかにした














度（attitude toward behavior）と主観的規範（Subjective Norm）、および知覚行動制御
（Perceived Behavioral Control）を行動意図の説明変数として組み込んでおり、観光地訪
問意向と行動を説明するモデルにおいてしばしば援用される、態度形成理論の中の「計




















































  2-3. 観光研究における本研究の位置づけ、独自性の提示 
を行う。この過程において： 
  2-1.では広告研究における「プロダクト・プレースメント」 
  2-2.では消費者行動研究における「Theory of Planned Bheavior」とメディア研究に 






Film Induced Tourism に関する研究の知見がベースとなる。ここでは、まず、本研究にお
いて具体的な研究対象となる日本における「ロケ―ツーリズム」の概要を説明し、続い


























2-1-2.  Film Induced Tourism 研究の理論展開 
 















現在の観光研究の枠組みでの FIT 研究について、Macionis（2004）は、 
・観光者の行動の定義 
・FIT がもたらされたことが顕著な映画の分析 



















以降にみられる（Fu et al., 2016）。このように訪問客の観点から FIT を捉え、映像作品
による（潜在的）訪問客の行動（意向）への影響について検証する研究の枠組みにお
いては、メディア研究や消費者行動、社会心理学の知見などを取り入れた、複合的な
視点からの研究が求められるとされている（Hosany et al., 2019; Macionis 2004; Ryan, 
Yanning, Huimin, and Song, 2009）。 
 






購買する人々の心的傾向を指す言葉であり（Russell and Belch, 2005; 仁科・田中・丸岡, 
2007）、商品販売促進戦略の観点からは、ある商品やサービスなどを映像作品などのメ









ティングができ（Nebenzahl and Secunda, 1993）、より幅広い視聴者がメッセージを目
にする可能性が高いという認識を持つようになったことから、プロダクト・プレース































ている（Sheth, 1972; 清水, 2011）。そして、消費者行動研究のその理論的展開において、
消費者の情報処理が考慮されるようになり、包括的意思決定プロセスの中に組み込ま




いて示している（Bae and Lee, 2004; Riley, Baker, and Van Doren, 1998; Riley and Van Doren, 











評価として目的地への「態度」が形成されるとされている（Um and Crompton, 1991）。
この「態度」の概念は、「対象物、問題、それに人に関する蓄えられた評価」と定義さ
れており（Petty, State, and Alan, 1991）、消費者行動研究の中での意思決定プロセスを解
明する段階から中心的な機能として意思決定プロセスの研究で不可欠な要素と捉えら
れている「評価」をもとにして、実際の行動へのステップとなるものとして位置付け
られ、意思決定モデルの一部を担っている（Engel, 1968; Howard and Sheth, 1969）。そ
して、「目的地」に対する評価という視点で態度の概念は観光研究にも導入されており、

























からどのように態度形成がなされるかに焦点を当てた ELM（Elaboration Likelihood 










からの期待を表す主観的規範（Subjective Norm; 以下 SN）を説明変数として行動意図
を予測する Theory of Reasoned Action（合意的行動理論；TRA）（Fishbein and Ajzen, 1975）
を拡張し、説明変数として、購買行動を行う経済的状況・時間的余裕があるか」とい
う知覚行動制御（Perceived Behavioral Control；以下 PBC）を加えた Theory of Planned 
Behavior（計画的行動理論；以下 TPB）である（Ajzen, 1991）。TPB は、PBC による意
志の統制の影響を加味して態度形成を捉えた、行動予測においてより実践的なモデル
とされ（Ajzen, 2001）、ロケツーリズムに関する実証研究でも援用例がみられる（Hosany 


















































（Horton and Wohl, 1956）。これは、映像作品の視聴者が知覚する映像作品と視聴者と
の関係性と定義され、視聴者の映像作品に対する認知に関連する概念とされる
（Rosengren, Windahl, Hakansson, and Johnsson-Smaragdi, 1976）。さらに、Sood（2002）










Reflection；以下 RR）の 3つの下位概念を導出しており、これらは、AI の程度を測定
する際の尺度として利用されている（Kim, 2012; Sood, 2002）。本研究でも、映像作品
に対する AI を測定の道具変数として、これらの尺度を参照する。 
 
(3) 観光研究への AI の導入 
 
近年、観光研究において AI の概念を導入し、FIT における訪問客行動を説明しよ






このように、AI は FIT 研究の進展において鍵となる規定要因であると考えられるよう
になり（Kim and Assaker, 2014; Kim and Kim, 2018）、FIT に関する観光研究の枠組みに
組み込まれるようになったと考えられる。実際、FIT 研究において AI は、訪問客の意
思決定や（Fu et al., 2016）、ロケ地への訪問の際に、訪問客がとる行動に基づく観光経








れている。例えば、ファッション消費（Cardoso, Costa, and Novais, 2010）やワイン消費






































枠組みによる尺度開発なども進んでいる（Fu et al., 2016; Hosany et al., 2019;  Kim, 2012; 













































































定モデルとして、Ajzen（1991）の TPB を主効果モデルとして適用する。TPB は、観
光研究においても広く導入されており、中国大陸の潜在的訪問客の香港への訪問行動





光客の韓国への訪問行動に及ぼす影響について調査した Lee et al（2018）では、TPB を
拡張し、目的の明確な状況において感情の要素を組み込んだ意思決定モデルである













（Broderick and Mueller, 1999; Mitchell, 1981）という主張や、AI が広告のもつメッセー
ジに対する関与として態度形成に対して交互作用効果を持つという Greenwald and 
Leavitt（1984）の研究を土台として、AI が意思決定に対して交互作用効果を持つとい
う見解が見られる。また、TPB を用いた意思決定モデルに対する AI の交互作用効果
を実証した研究は見当たらないが、台湾の有機食品に対する態度形成と購買意向に対
し、有機食品への関与がもたらす交互作用効果を検証した研究がなされており（Chen, 




H4-1. AI は態度と訪問意向の関係に交互作用効果を及ぼす 
H4-2. AI は SN と訪問意向の関係に交互作用効果を及ぼす 
H4-3. AI は PBC と訪問意向の関係に交互作用効果を及ぼす 
 















































ている。実際に使用した対象作品・対象地域は図 4-3 に示す。 
 
 





























































ーを採用した。調査の実施は Googleフォームを用いた Webアンケートの URL および
アンケート回答依頼文を上記 Twitter、Facebook に掲載することにより行われ、2019 年
9月 3日から 25日までを回答期間とし、30件のサンプルを得た。予備調査（Step1）













② 「AI」の尺度項目（7段階 12項目） 









































































学生・高校生で、予備調査（Step1）と同じく Google form を用いた Webアンケート調
査を行った。サンプリングは機縁法（講義担当教員による調査協力への呼びかけ、友
人知人への調査者による対面あるいはメールでの調査協力依頼および WEB アンケー
ト URL および依頼文の拡散依頼）を採用した。回答期間は 2019 年 10月 11日から 11
月 4日までで、255名の有効なサンプルを回収した。予備調査（Step2）の質問項目は








⑤ AI の尺度項目（7段階 12項目、表 4-1参照） 
 
【セクション 2：映像作品のロケ地とロケ地訪問への印象に関する質問】 
⑥ TPB の構成概念と訪問意向の尺度項目（7段階 15項目） 






















同社が保有するアンケートモニタへのウェブ調査を行なった。実施期間は 2019 年 11
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「Good Locations in Japan Vol.2」では各作品の代表的なロケ地を市町村あるいは都道府
県単位で 1つピックアップされていること、詳細な地理的地域区分を前提にした質問
設定は一般の回答者には難しいと考え、都道府県を地域区分として設定した。以上の



















1-1. 対象 30 作品のうち、鑑賞したことのある作品（複数回答） 
1-2. 対象 30 作品で鑑賞したことのある作品のうち、思い入れのある作品 
1-3. 1-2 で回答した「思い入れのある作品」の鑑賞回数 
1-4. 「AI」の尺度項目 
 
セクション 1 は、上記 4つの質問から構成された。先述したスクリーニング質問の
うち、現在居住地を除く 2 問を設定した（1-1、1-2）。1-4 は、「AI」の尺度項目で、（Fu 






































2-5. ロケ地への印象（「観光地的」-「ロケ地的」の 4段階） 
 
セクション 2 は、上記 5つの質問から構成された。2-1 の「TPB」と訪問意向に関
する尺度項目は、（Han, Kim, Lee, and Kim, 2019; Lam and Hsu, 2006; Lee et al., 2018; 



















































した。解析は、統計ソフト Smart PLS を用いた PLS-Path Modeling および単純傾斜分析
を行なった。PLS-Path Modeling はマーケティング分野での導入が盛んであったが、近








































まず、従属変数（Intention）を Y、各説明変数を X、調整変数（AI）を M、a を定数項
とすると、以下の回帰式が成り立つ。 
 




! = (&' +	&+Μ)Χ	 +	(# +	&)Μ) (2) 
 
なお、b1,b2,b3 はそれぞれ説明変数 X、調整変数 M、それらの交互作用項 XM のパ
ス係数の推定値であり、それぞれ抽出された潜在変数の得点を用いて求められる。よ
って、（2）式より説明変数 X と調整変数 M の積を交互作用項（b3XM）として投入す


















まず、(2)式について、一意なパス係数 b1,b2,b3 が推定されており、従って X の効果
は、調整変数 M の値によって決まる単純傾斜となっている。特定の M の値を代入す
ると、X と Y の回帰直線を求めることができる。そこで、Cohen, Cohen, West, and Aiken
（2013）より、「M の平均から M の標準偏差を足して」、以下の(3)式で表される関係





! = {&' +	&+(12 + 34)}Χ	 +	(# +	&)Μ) (3) 
 
! = (&' +	&+M2)Χ	 +	(# +	&)Μ) (4) 
 





この 3群について形成される回帰直線の傾きを比較することで、調整変数 M の影響を
受けた X の影響がどのように変化しているかを把握することができる。 
 

















の予測値との乖離に焦点を当てる（Hair Sarstedt, Ringle, and Mena, 2012）ものであり、
より探索的な設計、もしくは焦点を当てる概念を推測するような方針に適していると
される（Richter, Cepeda, Roldán, and Ringle, 2016）。また、PLS-SEM によるパス係数の
推定は、充分な反復試行（Hair et al [2017]のガイドラインでは 300回とされている）
がなされており、これによりパス係数の推定値の精度を高めている。なお、一連の手
続きによる分析は、Hair et al（2017）のガイドラインに従い行なった。 
Hair et al（2017）によると、PLS-SEM で構築されたモデルについて、その有意性を
検定するための手法としてブートストラップを用いるとされている。ブートストラッ
プは、サンプルの中からランダムに取り出して再標本化する試行を繰り返すという手











































が高かったものの、概ね半数となった（図 6-1）。年齢については、15〜24 歳が 13 名
（43％）、25〜34歳が 3名（10％）、35〜44歳が 1名（3％）、45〜54歳が 11名（37％）、

























果を集計し解釈する。まず、セクション 1 の回答結果を単純集計から考察する。図 6-5


























図 6-2 サンプルの年齢層の単純集計結果（N=30） 
 
































１４歳以下 １５〜２４歳 ２５〜３４歳 ３５〜４４歳




























































































































































































































































































































































































































































































































































一人で 家族で 会社や学校行事として 友人と その他
 
45 
図 6-8 は同行者の内訳である。「一人で」と回答した人が 37%と半数近くを占めてい





る可能性が見られる。本研究では、本調査において TPB モデルの説明変数の 1つとして
自身にとって重要な他者からの期待を表す SN を組み込むが、この結果は、ロケ地訪問









最後に、AI の尺度項目についての結果を示す。表 6-1 が記述統計である。ここでは、
分布の傾向と天井効果、床効果の有無について確認する。予備調査（Step1）はサンプル









初めに、各項目の尖度について見る。AI の下位概念 BI の中では、「別作品」で-1.18
と正規分布に比べ扁平な分布であることが確認された。また、「作品内魅力」において 2.03、
「作品期待」において 3.11 と、正規分布より尖った分布が確認された。EI の中では、「直
接的コミュニケーション欲求」で-1.35、「関係継続行動」で-1.40 と、正規分布より扁平
な分布が確認された。RR の中では、「現実描写」で 1.21 と正規分布より尖った分布が、
「興味関心アプローチ」で-1.13 と正規分布より扁平な分布が見られた。 
続いて、各項目の歪度について述べる。AI の下位概念 BI の中では、「作品内魅力」で






〜24 歳の若年層と 44〜54 歳の中年層が多いことや学生が多いことなどの偏りが見られ
る。こうした制約を加味しなければならないが、少なくとも「映画について比較的特別




































































































性別については、男性が 38%（97名）、女性が 60％（153名）、無回答 5名（2％）で、
女性の割合が高い結果となった（図 6-11）。年齢については、15〜24歳が 251名で全
体の 99％を占め、25〜34歳が 3名、75歳以上が 1名と、偏りが大きい結果であった
（図 6-12）。続いて、回答者の婚姻関係と子供の有無に関する集計結果を示す。図 6-13
より、「独身・子供なし」が 212名（83％）を占めた。その他は、「独身・子供あり」









別作品 作品内魅力 別メディア 過ちへの傷心 作品期待 浸りこみ 擬友感 直接的コミュニケーション欲求 関係継続行動 教訓描写 現実描写 興味関心アプローチ
平均値 4.47 6.20 5.60 4.70 5.90 5.00 3.23 4.30 3.73 4.73 5.00 4.57
標準誤差 0.41 0.19 0.28 0.35 0.32 0.25 0.34 0.40 0.40 0.32 0.30 0.37
中央値 5.00 6.50 6.00 5.00 7.00 5.00 3.00 5.00 3.00 5.00 5.00 5.00
最頻値 6.00 7.00 7.00 6.00 7.00 5.00 1.00 5.00 1.00 7.00 6.00 6.00
標準偏差 2.26 1.03 1.54 1.91 1.75 1.39 1.87 2.18 2.20 1.78 1.62 2.03
分散 4.92 1.03 2.31 3.54 2.96 1.87 3.38 4.61 4.66 3.06 2.53 3.98
尖度 -1.18 2.03 -0.52 -0.74 3.11 0.99 -0.84 -1.35 -1.40 -0.91 1.21 -1.13
歪度 -0.55 -1.44 -0.83 -0.61 -1.95 -0.74 0.35 -0.33 0.26 -0.35 -1.31 -0.42
最小 1.00 3.00 2.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
最大 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00
平均＋標準偏差 4.88 6.39 5.88 5.05 6.22 5.25 3.57 4.70 4.13 5.06 5.30 4.94





図 6-11 サンプルの性別に関する単純集計結果（N=255） 
 
























14歳以下 15〜24歳 25〜34歳 35〜44歳

































の票が集中しているが、そのほかの作品について、回答者 0 の作品は 1 作品（「マンハン
ト」）しかない。また、図 6-16 は回答者の「思い入れのある作品」における単純集計の






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































続いて、AI、TPB の各尺度項目について、記述統計を示す。まず、表 6-2 は AI に関
する尺度項目の記述統計である。先ほどと同様に Hair et al（2017）による基準値に則り、
各項目の尖度と歪度から分布の偏りを確認する。初めに、各項目の尖度について見る。




続いて、各項目の歪度について述べる。AI の下位概念 BI の中では、「作品内魅力」、






















表 6-2 「AI」の各尺度項目における基本統計量（N=255） 































平均値 3.79 5.37 4.10 4.46 5.54 4.29 3.02 3.88 2.86 3.87 4.15 3.75
標準偏差 1.96 1.70 1.89 1.90 1.72 1.86 1.71 2.07 1.75 1.85 1.85 1.84
中央値 4 6 4 5 6 5 3 4 2 4 4 4
最頻値 2 7 5 4 7 5 1 2 1 4 5 4
分散 3.85 2.89 3.56 3.63 2.94 3.46 2.91 4.26 3.06 3.41 3.42 3.40
尖度 -1.27 0.35 -1.08 -0.88 0.21 -1.07 -0.64 -1.33 -0.41 -1.03 -0.90 -1.00
歪度 0.07 -1.10 -0.25 -0.39 -1.10 -0.23 0.54 0.05 0.76 -0.02 -0.27 0.17
最⼩値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
最⼤値 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
平均＋標準偏差 5.75 7.07 5.99 6.37 7.26 6.15 4.73 5.94 4.61 5.71 5.99 5.59 



















要約される。GFI（Goodness of Fit Index）と AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index）は大
きな値であるほど良く、一般的には GFI は 0.9、AGFI は 0.8 より大きいと当てはまりの
良いモデルとされる（Hayduk, 1987）。一方で、x2/df（x2値を自由度で割った値）と RMSEA
（Root Mean Square Error of Approximation）は小さいほど望ましく、一般的には、x2/df は
5 より小さいと望ましいとされ（Kline, 2015）、RMSEA は 0.5 より小さいと当てはまりが
良く（Browne and Cudeck, 1992）、0.1以上であると良くないとされる（小塩, 2011）。以上
の適合度指標と対応する基準値を参照し、各構成概念の構造を確認する。 
まず、BI のモデル適合についての要約の結果を示す。表 6-4 より、初期モデル適合の





態度 SN PBC 訪問意向
ポジティブ
態度 有益態度 価値態度 必要態度 賛同規範
他者決断
規範 理解規範 推薦規範 実現統制 ⾦銭統制 時間統制 決断統制 訪問意思 訪問計画 訪問努⼒
平均値 4.38 4.31 4.36 3.33 4.15 3.72 4.60 3.56 5.04 4.03 3.78 5.49 3.06 2.36 2.51
標準偏差 1.79 1.79 1.77 1.67 1.68 1.62 1.62 1.67 1.66 1.75 1.71 1.65 1.79 1.64 1.67
中央値 5.00 5.00 5.00 3.00 4.00 4.00 5.00 4.00 5.00 4.00 4.00 6.00 3.00 2.00 2.00
最頻値 6.00 5.00 5.00 4.00 4.00 4.00 5.00 4.00 6.00 5.00 3.00 7.00 1.00 1.00 1.00
分散 3.21 3.20 3.14 2.78 2.81 2.62 2.61 2.79 2.74 3.06 2.93 2.72 3.20 2.70 2.79
尖度 -0.72 -0.80 -0.77 -0.65 -0.77 -0.82 -0.40 -0.80 -0.10 -0.95 -0.79 0.28 -1.01 0.02 -0.33
歪度 -0.54 -0.39 -0.42 0.32 -0.15 -0.04 -0.49 0.10 -0.75 -0.05 0.20 -1.05 0.39 1.04 0.85
最⼩値 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
最⼤値 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00 7.00
平均＋標準偏差 6.17 6.09 6.13 4.99 5.82 5.34 6.21 5.24 6.70 5.78 5.49 7.14 4.85 4.01 4.18 
平均−標準偏差 2.59 2.52 2.59 1.66 2.47 2.10 2.98 1.89 3.39 2.28 2.07 3.84 1.27 0.72 0.83 
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GFI=0.990、AGFI=0.962、CFI=0.994 と、いずれも 0.9 を上回り、当てはまりが良いと判
断された。x2/df は 1.744 であった。RMSEA は、0.54 とわずかに 0.5 を超えていたが、0.1
を切っていれば許容範囲であるという山本・小野寺（2002）に則り、許容範囲であると




















表 6-4 BI における各モデルの適合度 
 
 
次に、EI のモデル適合についての要約の結果を示す。表 6-5 より、初期モデル適合の










CFI=0.999 と、いずれも 0.9 を上回り、当てはまりが良いと判断された。x2/df は、1.364
であった。また、RMSEA は、0.038 と 0.05 を下回り、当てはまりが良いと判断される指
標に大きく改善された。さらに、モデルの相対的な良さを示す AIC も 34.651 から 19.364
に改善したため、図 6-18 に示すモデルを最終モデルとして採択した。 
  
パス x2 x2/df GFI AGFI CFI AIC RMSEA 追加
初期モデル 35.558 7.112 0.944 0.832 0.937 55.558 0.155




図 6-18 EI の修正済みモデル 
 
 











パス x2 x2/df GFI AGFI CFI AIC RMSEA 追加
初期モデル 18.651 9.325 0.968 0.838 0.961 34.651 0.181




続いて、図 6-19 は RR のモデル適合についての要約の初期モデルの結果を示してい
























図 6-20 は TPB の構成要素である態度のモデル適合についての初期モデルの要約の結果
を示している。GFI=1.000、AGFI=0.998、CFI=1.000 と、いずれも 0.9 を上回り、当ては
まりが良いと判断された。x2/df は、0.085 であった。RMSEA は、0.00 となり、当てはま
りが良いと判断された。 














続いて、SN のモデル適合についての要約の結果を示す。表 6-6 より、初期モデル適
合の要約は、GFI=0.891、AGFI=0.454、CFI=0.913、RMSEA=0.344 であり、GFI が 0.9 を
下回り、AGFI が 0.8 を大きく下回り、RMSEA が 0.1 を大きく上回ったため、GFI、AGFI、









施したモデルの適合度は、GFI=0.985、AGFI=0.853、CFI=0.990 と、GFI が 0.9 を、AGFI
が 0.8 を上回り、当てはまりが良いと判断された。x2/df は、7.677 であった。しかし、





関しては図 6-21 に示すモデルを最終モデルとして採択することとした。 





























パス x2 x2/df GFI AGFI CFI AIC RMSEA 追加
初期モデル 62.192 31.096 0.891 0.454 0.913 78.192 0.344
最終モデル 7.677 7.677 0.985 0.853 0.990 25.677 0.162 e2-e4（共分散）
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続いて、PBC のモデル適合についての要約の結果を示す。表 6-7 より、初期モデル適
合の要約は、GFI=0.893、AGFI=0.464、CFI=0.802、RMSEA=0.314 であり、GFI、CFI とも























































パス x2 x2/df GFI AGFI CFI AIC RMSEA 追加
初期モデル 63.800 31.900 0.893 0.464 0.802 79.800 0.314





図 6-23 訪問意向の初期モデル 
 
最後に、図 6-23 は訪問意向のモデル適合についての要約の結果を示している。こち































が年収 400 万円未満であった。2000 万円以上を計上した回答者はおらず、個人年収
1000万円以上の高額所得者はわずかであったが、無回答や「わからない」と答えた回




向を示した（図 7-4）。また、子供がいる回答者が約 64％を占めた（図 7-5）。職業に


















図 7-2 個人年収に関する単純集計結果（N=316） 
 

















































































































































図 7-4 婚姻関係に関する単純集計結果（N=316） 
 
















































































































表 7-2 「TPB」の各尺度項目における基本統計量（N=316） 
  
ポジティブ態度 有益態度 価値態度 必要態度 賛同規範 他者決断規範 理解規範 推薦規範 実現統制 金銭統制 時間統制 決断統制 訪問意思 訪問計画 訪問努力
平均値 4.33 4.28 4.32 3.51 3.93 3.73 4.21 3.83 4.5 4.07 3.81 4.95 3.56 2.79 2.93
標準偏差 1.472 1.418 1.412 1.402 1.357 1.335 1.328 1.311 1.446 1.691 1.659 1.373 1.514 1.508 1.505
中央値 5 4 4 4 4 4 4 4 5 4 4 5 4 2 3
最頻値 5 5 4 4 4 4 4 4 5 4 4 6 4 2 4
分散 2.165 2.011 1.995 1.965 1.843 1.783 1.764 1.719 2.092 2.859 2.753 1.886 2.292 2.276 2.265
尖度 -0.469 -0.335 -0.308 -0.238 -0.146 -0.052 0.08 -0.12 -0.252 -0.89 -0.937 0.346 -0.53 -0.203 -0.503
歪度 -0.257 -0.368 -0.275 0.224 -0.272 -0.196 -0.407 -0.253 -0.513 -0.205 -0.009 -0.724 0.023 0.633 0.417
最小値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
最大値 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
平均＋標準偏差 5.802 5.698 5.732 4.912 5.287 5.065 5.538 5.141 5.946 5.761 5.469 6.323 5.074 4.298 4.435
平均－標準偏差 2.858 2.862 2.908 2.108 2.573 2.395 2.882 2.519 3.054 2.379 2.151 3.577 2.046 1.282 1.425
態度 SN PBC 訪問意向
別作品 作品内魅力 別メディア 過ちへの傷心作品期待 浸りこみ 擬友感
直接的
コミュニケーション欲求
関係継続行動 教訓描写 現実描写 興味関心アプローチ
平均値 3.93 5.24 4.31 4.29 5.48 4.39 3.59 4.14 2.96 3.76 4.17 3.87
標準偏差 1.517 1.265 1.436 1.494 1.228 1.37 1.41 1.607 1.403 1.554 1.519 1.453
中央値 4 5 5 4 6 4 4 4 3 4 4 4
最頻値 4 5 5 4 5 4 4 4 2 4 4 4
分散 2.3 1.6 2.06 2.23 1.51 1.88 1.99 2.58 1.97 2.41 2.31 2.11
尖度 -0.622 1.009 -0.439 -0.192 1.163 -0.259 -0.358 -0.665 -0.316 -0.652 -0.505 -0.341
歪度 -0.227 -0.912 -0.407 -0.502 -0.874 -0.207 0.136 0.016 0.49 -0.038 -0.15 0.047
最小値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
最大値 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
平均＋標準偏差 5.447 6.505 5.746 5.784 6.708 5.76 5 5.747 4.363 5.314 5.689 5.323







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 7-12 同行者についての単純集計の結果（N=133） 















































and Organ, 1986; Matzler, Strobl, Stokburger-Sauer, Bobovnicky, Bobovnicky, and Bauer, 
2016）。ハーマンの一因子テストは、尺度項目全てを一因子に含めた探索的因子分析を
実行し、一因子で説明される分散の値により評定する方法である。本研究は、Liang, 
Saraf, Hu, and Xue（2007）と Matzleret al（2016）の手続きに従い、AI に関する尺度項
目（12項目）と TPB に関する尺度項目（12項目）、訪問意向に関する尺度項目 3項目
の、計 27項目を一因子とする主成分分析を行なった（回転はかけなかった）。なお、
ハーマンの一因子テストにおいては、統計ソフト SPSS Statistics ver 24 を使用した。
CMV の影響を受けていれば、探索的因子分析で算出される「説明された分散」が高い
値を示すとされる（Hosany et al., 2019）が、本研究で示された一因子の分散は 31.895%














示した本研究の仮説 H1 から H3 は支持された。 
本研究では、AI の 3つの下位概念（BI、EI、RR）それぞれを調整変数としたモデ
ルを仮定し分析を行なったが、PLS-SEM におけるブートストラップによる有意性の検
定の結果、その下位概念の一部である EI と RR を調整変数とした場合の交互作用効果
において統計的に有意な結果が得られ、BI における有意な結果が得られなかった。ま




実証されていない「AI が TPB モデル中の説明変数から被説明変数への主効果におよ
ぼす交互作用効果」に焦点を絞り、中でも有意な交互作用効果が見られた EI と RR を
調整変数とした場合の分析結果に絞り、その解釈を述べる（3種 AI による BI への直
接効果の検証結果、BIを調整変数とした場合の結果を含めた全結果は付録 4に示す）。 
 










ず、CR の値について、Hair et al（2017）より 0.7 を基準とし、これを上回ると構造の
信頼性が高いとされる。次に AVE についても、Hair et al（2017）によると、基準値を
0.5 とし、これを上回ると収束的妥当性が高いとされる。 
今回のモデル推定では、PBC を構成する観測値である「決断統制」において、負荷
量（loading）が 0.358 を示した（表 7-3）。これについて Hair et al（2017）に則ると、
loading が 0.4 を下回った場合、分析対象から外さなければならないとされる。なお、
先ほど述べた構成概念の妥当性を示す CRや AVE において、初期モデルにおける PBC
の CR は 0.812、AVE は 0.539 であったが、「決断統制」を削除したモデルにおける PBC
の CR は 0.863、AVE は 0.677 となり、両指標とも向上が見られた。よって、図 7-15
に示す最終モデルを採択した。その他の構成概念については、表 7-4 が示すように CR
の値が 0.7 を下回る構成概念はみられなかった。AVE についても、最も低い値を示し
た構成概念が 0.596（EI）と、全て基準とされる 0.5 を上回った（表 7-4）。 
最後に、表 7-5 は各構成概念の HTMT を示している。こちらは、Henseler, Ringle, 
and Sarstedt（2015）より、0.9 を超えると弁別的妥当性に欠けるとされ、0.85 を下回れ
ば弁別的妥当性が保証されるとされている。今回のモデルにおいては、Attitude–SN の























































































































































表 7-5 各構成概念の弁別的妥当性 
 
 







数の従属変数（Intention）へのパス係数については表 7-6 に示す通りであった。 
また、モデルの適合を評定する指標として Henseler, Dijkstra, Sarstedt, Ringle, 
Diamantopoulos, Straub, Ketchen, Hair, Hult, and Calantone（2014）に従い、SRMR の値を
Attitude Subjective Norm Percieved Behavioral Control Intention Emotional Involvement
Attitude
Subjective Norm 0.810
Percieved Behavioral Control 0.423 0.512
Intention 0.649 0.680 0.546
Emotional Involvement 0.503 0.527 0.200 0.390
 
87 
参照した。EI を調整変数とした場合、主効果モデルにおける SRMR は 0.078 を示し、
Henseler et al（2014）が示す基準値である 0.9 を下回ったため、モデル適合は良好と判
断された。ここで、パス係数の有意性を検定するために、ブートストラップを用いて
パス係数の分布を仮定し、95％信頼区間による有意性の検定を行った。検定の結果、
TPB の各項目に対する p値は 5％水準で有意な値を示した。 
続いて、EI を調整変数とする TPB の主効果モデルに対する交互作用を含む構造モ
デルの分析結果について示す。調整変数と各説明変数を乗じた交互作用項を仮定した
場合、モデルの説明力を示す R²値は 0.482 を示した。これは、先述した主効果の測定
モデルに対する R²値より大きな値であり、交互作用項によるモデルの説明力の向上を
示していると考えられる（Hosany et al., 2019）。従って、このモデルにおける交互作用
効果の存在が確認されたといえる。モデルの適合を評定する SRMR は 0.078 を示し、































図 7-16 「EI-SN」を調整変数とした単純傾斜分析の結果 
 














次に、TPB モデルに対し、調整変数を RR として分析を行った。図 7-18 は、PLS-
SEM により形成された初期モデルを示している。表 7-7 は、初期モデルにおける各構
成概念の構造に関する測定結果を示している。なお、今回の潜在変数の構造の評定に
おいても、7-4-1 と同様に、PBC を構成する観測値である「決断統制」において、負荷
量（loading）が 0.358 を示した（表 7-7）。これについて Hair et al（2017）に則ると、
loading が 0.4 を下回った場合、分析対象から外さなければならないとされる。なお、
先ほど述べた構成概念の妥当性を示す CRや AVE において、初期モデルにおける PBC
の CR は 0.812、AVE は 0.539 であったが、「決断統制」を削除したモデルにおける PBC
の CR は 0.863、AVE は 0.677 となり、両指標とも向上が見られた。よって、図 7-19
に示す最終モデルを採択した。その他の構成概念については、表 7-8 が示しているよ
うに CR の値が 0.7 を下回る構成概念はみられなかった。次に AVE についても、今回
のモデルにおいて最も低い値を示した構成概念が 0.670（RR）と、全て基準とされる
0.5 を上回った（表 7-8）。 
最後に、表 7-9 は各構成概念の HTMT を示している。こちらも今回のモデルにお








示している（Hosany et al., 2019）。次に各説明変数の従属変数（Intention）へのパス係
数については表 7-10 が示す通りであった。また、モデルの適合を評定する指標とし
て、EI モデルと同様に Henseler et al（2014）に従い、SRMR の値を参照した。RR を調
整変数とした場合、主効果モデル、交互作用モデルとも、SRMR は 0.078 を示し、














































表 7-7 初期モデルにおける各構成概念の妥当性指標と潜在変数得点 
 
  































































表 7-8 最終モデルにおける各構成概念の妥当性指標と潜在変数得点 
 
  


























表 7-9 各構成概念の弁別的妥当性 
 
 










における単純傾斜分析の結果を示す。それ以外の結果は付録 4 に示す。 
図 7-20 は、「RR-SN」における結果を示している。説明変数「SN」の変化に対し、
Attitude Subjective Norm Percieved Behavioral Control Intention Referential Reflection
Attitude
Subjective Norm 0.810
Percieved Behavioral Control 0.423 0.512
Intention 0.649 0.680 0.546
























































































H1 から H3 が支持された。続いて、交互作用効果については統計的な有意性が見られ
た AI の下位概念の一部（EI、RR）において、態度形成モデルの一部的要素（SN、PBC）









また、有意な結果が得られた「EI、RR と PBC」、「EI、RR と SN」に関する単純傾
斜分析の結果、それぞれの変数の関係性について以下のことが示唆されると考えられ
る。 
EI と PBC については、EI が高い、つまり、映像作品に対し感情的関与を深く受け
ているほど、「訪問する時間的余裕がある」、「訪問する経済的余裕がある」といった自
己が知覚する行動統制のポジティブな影響を受けて訪問意向が促進される結果となっ
た。すなわち、EI と PBC に関して、その交互作用効果は相乗効果を成していると考え
られる。RR と PBC についても同様の結果となった。RR が高い、つまり、映像作品に
反映される教育的、社会的要素をよく汲み取るほど、自己が知覚する行動統制のポジ
ティブな影響を受けて訪問意向が促進される結果となった。 















































































































































































変数同士の影響が考えられる場合もあるが（Lee et al., 2018）、その影響を排除してし
まっている可能性がある。よって、次の段階として、態度形成理論における説明変数
同士の関係を精査したモデルを提示することが求められる。その上で、さらに TPB の
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□ 複数選択（ ェ ）
○ 単一選択（ ）




□ 1. Love Letter（映画:邦画/1995年公開/監督:岩井俊二/主演:中山美
□ 2. IRIS－アイ （映画:韓流/2011年/監督: 、 /出演:
イ ）
□ 3. おしん（ /1983-1984年/NHK/出演:小林綾子、田中裕子、乙羽信子、
泉 子、伊東四朗ほか）
□ 4. 八重の桜（ /2013年/NHK/出演:綾瀬はるか、西島秀俊、西田敏行ほ
□ 5. 陸王（ /2017年/TBS/出演:役所広司、山崎賢人、竹内涼真、上白石
萌音ほか）
□ 6.  緊急救命 （ /2008，2010，2017年/
/出演:山下智久、新垣結衣ほか）
□ 7. 万引き家族（映画:邦画/2018年/監督:是枝裕和/出演: 、
安藤 、松岡茉優ほか）
□ 8. 踊る大捜査線 THE MOVIE 2 イ を封鎖せよ!（映画:邦画
/2003年/監督:本広克行/出演:織田裕二、柳葉敏郎、深津絵里）
□ 9. の女房（ /2010年/NHK/出演:松下奈緒、向井理、野際陽子ほ
□ 10. （映画:邦画/2016年/監督:庵野秀明/出演:⾧谷川博己、竹野
内豊、石原さとみほか）
□ 11. SLAM DUNK（ア /1993-1996年/ 朝日/主人公:桜木花道 草尾
□ 12. ウ （ /2015，2017年/TBS/綾野剛、松岡茉優、吉田羊ほか）
□ 13. ァ （ア /1997、1998、2007、2009、2012年～/ 東京系/
主人公:碇 緒方恵美）
□ 14. 図書館戦争 THE LAST MISSION（映画:邦画/2015年/監督:佐藤信介/
出演:岡田准一、榮倉奈々ほか）
□ 15. おおかみこどもの雨と雪（映画:邦画/2012年/監督:細田守/主人公:花 宮
崎あおい）





□ 19. 君の名は。（映画:邦画/2016年/監督:新海誠/主人公:立花瀧 神木隆
之介、宮水三葉 上白石萌音）
□ 20. ちはやふる －上の句 下の句 （映画:邦画/2016年/監督:小泉徳宏/出
演:広瀬すず、野村周平、新田真剣佑）
□ 21. 忍びの国（映画:邦画/2017年/監督:中村義洋/出演:大野智、石原さとみ
□ 22. （映画:中国/2018年/監督: ウ /出演: 、福
山雅治、 ウェイほか）







□ 27. !!! on ICE（ア /2016年/ 朝日/主人公:勝生勇利 豊永利
□ 28. 雑貨店の奇蹟（映画:邦画/2017年/監督:廣木隆一/出演:山田涼
介、村上虹郎ほか）
□ 29. 西郷どん（ /2018年/NHK/出演:鈴木亮平ほか）







※本研究では、「全国 地  Vol.2」（株式会社地域活性 ）にお
いて選定された映像作品と、対応する 地（市町村）を研究対象としています。 ▲ 設問文を折りたたむ
○ 1. Love Letter（映画:邦画/1995年公開/監督:岩井俊二/主演:中山美
○ 2. IRIS－アイ （映画:韓流/2011年/監督: 、 /出演:
イ ）
○ 3. おしん（ /1983-1984年/NHK/出演:小林綾子、田中裕子、乙羽信子、
泉 子、伊東四朗ほか）
○ 4. 八重の桜（ /2013年/NHK/出演:綾瀬はるか、西島秀俊、西田敏行ほ
○ 5. 陸王（ /2017年/TBS/出演:役所広司、山崎賢人、竹内涼真、上白石
萌音ほか）
○ 6.  緊急救命 （ /2008，2010，2017年/
/出演:山下智久、新垣結衣ほか）
○ 7. 万引き家族（映画:邦画/2018年/監督:是枝裕和/出演: 、
安藤 、松岡茉優ほか）
○ 8. 踊る大捜査線 THE MOVIE 2 イ を封鎖せよ!（映画:邦画
/2003年/監督:本広克行/出演:織田裕二、柳葉敏郎、深津絵里）
○ 9. の女房（ /2010年/NHK/出演:松下奈緒、向井理、野際陽子ほ
○ 10. （映画:邦画/2016年/監督:庵野秀明/出演:⾧谷川博己、竹野
内豊、石原さとみほか）
○ 11. SLAM DUNK（ア /1993-1996年/ 朝日/主人公:桜木花道 草尾
○ 12. ウ （ /2015，2017年/TBS/綾野剛、松岡茉優、吉田羊ほか）
○ 13. ァ （ア /1997、1998、2007、2009、2012年～/ 東京系/
主人公:碇 緒方恵美）
○ 14. 図書館戦争 THE LAST MISSION（映画:邦画/2015年/監督:佐藤信介/
出演:岡田准一、榮倉奈々ほか）
○ 15. おおかみこどもの雨と雪（映画:邦画/2012年/監督:細田守/主人公:花 宮
崎あおい）





○ 19. 君の名は。（映画:邦画/2016年/監督:新海誠/主人公:立花瀧 神木隆
之介、宮水三葉 上白石萌音）
○ 20. ちはやふる －上の句 下の句 （映画:邦画/2016年/監督:小泉徳宏/出
演:広瀬すず、野村周平、新田真剣佑）
○ 21. 忍びの国（映画:邦画/2017年/監督:中村義洋/出演:大野智、石原さとみ
○ 22. （映画:中国/2018年/監督: ウ /出演: 、福
山雅治、 ウェイほか）







○ 27. !!! on ICE（ア /2016年/ 朝日/主人公:勝生勇利 豊永利
○ 28. 雑貨店の奇蹟（映画:邦画/2017年/監督:廣木隆一/出演:山田涼
介、村上虹郎ほか）
○ 29. 西郷どん（ /2018年/NHK/出演:鈴木亮平ほか）


















Q4 1 1. 作品内のお気に入りの出演者 が別の作品（番組）に出演していたら、
その作品（番組）を観ていた
Q4 2 2. 作品内のお気に入りの出演者 を魅力的だと思った
Q4 3 3. その作品や、お気に入りの出演者 に関して新聞 イ 雑誌など
に記事が書かれていたら、それを読んでいた
Q4 4 4. 作品内の出演者 が過ちを犯したり、作品や彼らに悪いことが起こったりし
た時、悲しく思った
Q4 5 5. その作品を観ることをとても楽しみにしていた
Q4 6 6. その作品を観ていると、自分自身もその物語の一員になった気がするくらい入り込んだ
Q4 7 7. その作品を観ている時、お気に入りの出演者 が私にとって旧友のように感
じられた
Q4 8 8. 作品内のお気に入りの出演者 に直接会いたいと思った
Q4 9 9. その作品と定期的なつながりを持つために行動していた
Q4 10 10. その作品は、自身の実生活における教訓を描いているように感じた
Q4 11 11. その作品は、現実を ア に示していた

















Q5 1 1. その地域を訪問する（旅行する）ことは、自身にとって ィ な行動だ
Q5 2 2. その地域を訪問する（旅行する）ことは、自身にとって有益な行動だ
Q5 3 3. その地域を訪問する（旅行する）ことは、自身にとって価値のある行為だ
Q5 4 4. その地域を訪問する（旅行する）ことは、自身にとって必要な行為だ
Q5 5 5. 私にとって重要な人々は、その地域を訪問することに賛同してくれるだろう
Q5 6 6. 私にとって重要な人々は、その地域を訪問するという決断をしてくれるだろう
Q5 7 7. 私にとって重要な人々は、その地域を訪問することを理解してくれるだろう
Q5 8 8. 私にとって重要な人々は、その地域を訪問することを勧めてくれるだろう
Q5 9 9. 私が望むなら、その地域の 地を訪問する（旅行する）ことを実現できる
Q5 10 10. その地域を訪問する（旅行する）のに十分な金銭的余裕がある
Q5 11 11. その地域を訪問する（旅行する）のに十分な時間的余裕がある
Q5 12 12. その地域を訪問するかしないかについて、決めるのは自分次第だ
Q5 13 13. 近いうちに、その地域を訪れたいと思っている
Q5 14 14. 近いうちに、その地域を訪れる計画を立てている


























○ 3. 他の市町村を訪れることが主目的であったが、 地である市町村の訪問も行った










□ 5. 職場の上司 同僚と































































































































































































































































































パス係数 T 値 パス係数 T 値
Attitude 0.316 4.666*** 0.313 4.624***
Subjective Norm 0.323 5.043*** 0.33 5.127***
Perceived Behavioral Control 0.218 4.287*** 0.216 4.205***
Behavioral Involvement -0.08 1.692 -0.081 1.688
BI-ATT -> Intention 0.057 0.908
BI-PBC -> Intention 0.033 0.672
BI-SN -> Intention -0.112 1.675
R2 0.476 0.479
Attitude Subjective Norm Percieved Behavioral Control Intention Beahivoral Involvement
Attitude
Subjective Norm 0.810
Percieved Behavioral Control 0.423 0.512
Intention 0.649 0.680 0.546












































Referential Reflection の 
直接効果 
EI 中群 
EI 低群 
EI ⾼群 
